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活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
や
人
材
育
成
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
産
業
の
振
興
な

ど
の
分
野
で
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
。
こ
の

協
定
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組

み
を
始
め
た
の
が
「
高
校
生
ふ
る
さ
と
セ
ミ

ナ
ー
事
業
」
で
す
。

両
校
で
特
色
あ
る
活
動
を
展
開

　

事
業
の
目
的
は
、
高
校
生
が
地
域
に
つ
い

て
学
び
、
考
え
、
そ
し
て
見
え
て
き
た
課
題

の
解
決
策
を
創
り
上
げ
る
過
程
を
と
お
し
、

将
来
の
菊
川
市
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
。
ま
た
、
活
動
す
る
中
で
、
地
域
の
自
然

や
文
化
的
な
魅
力
を
発
見
し
、
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
か
ら
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
こ
の
目
的
に
沿
っ
て
、
両
校
で
特

色
あ
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

小
笠
高
校
で
は
、
「
地
域
の
課
題
を
考
え

る
教
科
連
携
課
題
研
究
」
と
題
し
、
総
合
学

科
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
教
科
の
枠
を

超
え
た
課
題
解
決
型
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
課
題
研
究
を
受
講
す
る
生

徒
（
商
業
・
国
語
・
数
学
系
列
の
３
年
生
）

25
人
が
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
高
校
生
の
視
点
で
企
画

し
、
菊
川
市
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
活
動

し
ま
し
た
。

地
域
の
元
気
は
若
者
か
ら

　

進
行
す
る
少
子
高
齢
社
会
と
人
口
減
少
。

企
業
や
店
舗
が
減
少
し
、
地
域
か
ら
活
気
が

失
わ
れ
て
い
く
こ
の
問
題
は
、
菊
川
市
に
と

っ
て
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
地
域
の
活
気
に
欠
か
せ
な
い
の

は
「
若
者
の
力
」
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た
「
菊
川

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
お
い
て
、
「
郷
土
愛
を
育
む
ま
ち
」
を
基

本
施
策
の
一
つ
に
掲
げ
、
若
者
が
地
域
の
良

さ
を
認
識
し
、
地
域
づ
く
り
に
主
体
的
に
参

加
す
る
機
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
を
目
指
し
て

　

こ
う
し
た
中
で
、
若
い
世
代
の
発
想
力
や

行
動
力
を
生
か
し
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社

会
の
創
出
に
努
め
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
28
年

２
月
に
県
立
小
笠
高
等
学
校
（
以
下
、
小
笠

高
校
）
、
同
３
月
に
常
葉
大
学
附
属
菊
川
高

等
学
校
（
以
下
、
常
葉
大
菊
川
高
校
）
と
包

括
的
な
連
携
協
定
（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協

定
）
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
相
互
の
資
源
を
有
効
に

地
域
活
性
化
の
カ
ギ
は

                  「
若
者
の
郷
土
愛
」

若者が創る未来の菊川
～高校生ふるさとセミナー～
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「若者の力で地域を元気に」と、市内高等学校との連携協定に基づき実施している「高校生ふるさとセミナー事
業」。未来の菊川市を担う人材の育成や若者の郷土愛を育むことなどを目的に、高校生が地域の課題を主体的
に捉え、講義やフィールドワークなどをとおして解決策を創り上げていく事業です。今回の特集では、事業を通じ
て企画を創り上げる苦労、実際に行動することの大変さ、多くの人を前に発表する勇気など、多くの経験を重ね
た高校生の取り組みをご紹介します。
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